
136億1,310万円136億1,310万円

105億3,844万７千円105億3,844万７千円

16億9,706万３千円16億9,706万３千円
　

平
成
18
年
度
当
初
予
算
が
３
月
越
前

町
議
会
定
例
会
で
審
議
さ
れ
決
ま
り
ま

し
た
。

　

今
月
号
で
は
当
初
予
算
の
規
模
と
特

徴
、
一
般
会
計
の
概
要
を
、
来
月
号
で

は
主
要
事
業
の
内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

上
記
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企

業
会
計
を
合
わ
せ
る
と
、
町
全
体
の
当

初
予
算
額
は
２
５
８
億
４
，８
６
１
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
11
億
１
，３
０
７

万
７
千
円
、
４
・
１
％
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
の
一
般
会
計
に
お
け

る
特
別
な
要
因
で
あ
る
地
域
振
興
基
金

へ
の
積
立
金
22
億
１
，９
０
０
万
円
を

除
く
と
、
実
質
的
に
は
全
会
計
で
前
年

度
に
比
べ
て
11
億
５
９
２
万
３
千
円
、

４
・
５
％
の
増
加
に
な
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、
収
益
の
あ
る
事
業
を
経

理
す
る
会
計
で
す
。町
に
は
上
水
道
、宿
舎
、

病
院
の
３
つ
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
度
に
比
べ
て
８
９
１
万
５
千
円
、

０
・
５
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
に
お

け
る
病
児
保
育
室
等
整
備
事
業
費
の
増
加

な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

町
民
１
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
は

　
　
　
　
　
　
　

５
４
５
，５
７
１
円

町
民
１
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
は

　
　
　
　
　
　
　

５
４
５
，５
７
１
円

  136億1,310万円      156億7,250万円     ▲20億5,940万円 ▲13.1％

 国民健康保険事業   21億8,267万8千円   17億9,291万2千円    3億8,976万6千円  21.7％

 老人保健事業       28億2,721万円   28億4,060万6千円     ▲1,339万6千円      ▲0.5％

 介護保険事業     19億712万3千円   18億9,696万6千円        1,015万7千円        0.5％

 介護サービス事業        1億6,362万円    1億4,713万8千円        1,648万2千円       11.2％

 簡易水道事業   11億5,401万9千円    8億3,032万2千円    3億2,369万7千円       39.0％

 公共下水道事業   10億3,965万3千円   11億1,041万7千円      ▲7,076万4千円      ▲6.4％

 集落排水事業   10億2,721万7千円    8億8,410万2千円    1億4,311万5千円       16.2％

 温泉事業    1億9,524万1千円        7,153万4千円    1億2,370万7千円      172.9％

 農林漁業体験実習館事業        4,168万6千円        2,704万2千円        1,464万4千円       54.2％

   105億3,844万7千円     96億103万9千円    9億3,740万8千円        9.8％

 上水道事業    2億5,933万8千円    2億6,776万5千円        ▲842万7千円      ▲3.1％

 国民宿舎事業    1億4,642万5千円        1億4,990万円        ▲347万5千円      ▲2.3％

 国民健康保険病院事業       12億9,130万円   12億7,048万3千円        2,081万7千円        1.6％

    16億9,706万3千円   16億8,814万8千円          891万5千円        0.5％

       258億4,861万円  269億6,168万7千円 ▲11億1,307万7千円      ▲4.1％

会計名 平成18年度予算額 平成17年度予算額 増減額 増減率

一般会計

特
別
会
計

企
業
会
計

合　計

計

計

各会計の当初予算額と前年度比較
　

一
般
会
計
は
、
町
の
会
計
の
中
心
を
な

す
も
の
で
、
福
祉
、
衛
生
、
産
業
、
観
光
、

道
路
、
消
防
、
教
育
な
ど
の
行
政
運
営
に

使
わ
れ
る
経
費
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

前
年
度
に
比
べ
て
20
億
５
，９
４
０
万

円
、
13 ・
１
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
前
年
度
に
新
町
の
一
体
感
の

醸
成
や
住
民
連
携
の
強
化
、
ま
た
、
地
域

の
振
興
を
図
る
た
め
に
設
け
た
地
域
振
興

基
金
へ
の
積
立
金
22
億
１
，９
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
度
で
は

こ
の
積
立
金
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
特
別
な
要
因
を
除
く
と
、
実
質
的
に

は
前
年
度
に
比
べ
て
１
億
５
，９
６
０
万

円
、
１
・
２
％
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計

　

特
別
会
計
は
、特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、

そ
の
収
支
を
明
確
に
す
る
た
め
、
一
般
会
計

の
収
支
と
は
別
に
こ
れ
ら
特
定
の
事
業
を
経

理
す
る
会
計
で
す
。
町
に
は
保
険
、
介
護
、

簡
易
水
道
、
下
水
道
な
ど
９
つ
の
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
度
に
比
べ
て
９
億
３
，
７
４
０
万
８

千
円
、
９
・
８
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
の
朝

日
地
区
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
費
や
織
田

地
区
統
合
簡
易
水
道
事
業
費
、
温
泉
事
業
特

別
会
計
で
の
南
部
地
区
温
泉
施
設
整
備
事
業

費
の
増
加
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

特
別
会
計

企
業
会
計

　

平
成
18
年
度
当
初
予
算
は
、合
併
後
２

年
目
の
予
算
と
な
る
た
め
、合
併
に
伴
う

財
政
支
援
措
置
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、新
町
建
設
計
画
に
沿
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
施
策
に
必

要
な
財
源
を
確
保
し
、〝
合
併
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
発
揮
し
た
予
算
〞
と

位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、創
意
と
工
夫
に
よ
り
一
層
の
行

財
政
の
効
率
化
や
合
理
化
を
進
め
、施
設

の
維
持
管
理
費
な
ど
経
常
的
経
費
の
削
減

を
図
る
と
と
も
に
、限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
施
策
の
選
択
と
集
約
を
徹
底
す
る
こ
と

に
よ
り
、合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
施

策
に
予
算
を
重
点
配
分
し
、〝
必
要
か
つ

最
小
の
経
費
で
最
大
の
成
果
が
得
ら
れ
る

予
算
〞
と
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、国
の「
三
位
一
体
の
改
革
」に

よ
り
国
庫
補
助
負
担
金
の
一
般
財
源
化
に

伴
い
所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源

移
譲
が
な
さ
れ
る
と
は
い
う
も
の
の
、地

方
交
付
税
総
額
は
大
幅
に
抑
制
す
る
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
で
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
を
念
頭

※企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の予算額を合計した額です。

に
、町
の
将
来
像
で
あ
る「
人
と
技 

海
土

里 

織
り
な
す 

快
適
な
ま
ち 

〜
越
前 

Ｅ
‐

ｔ
ｏ
ｗ
ｎ 

ｂ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ 

の
創
造 
〜
」

の
実
現
に
向
け
て
、新
町
建
設
計
画
の
主

要
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、町
全
体
の
一

体
感
の
醸
成
と
町
政
の
均
衡
あ
る
発
展
を

目
指
す
予
算
と
し
、引
き
続
き
次
の
重
点

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

•
定
住
の
促
進
と
子
育
て
支
援
環
境
の
整
備

•
男
女
共
同
参
画
と
国
際
交
流
の
推
進

•
交
流
・
連
携
を
支
え
る
道
路
網
と
公
共

交
通
の
整
備

•
消
防
防
災
・
上
下
水
道
・
情
報
通
信
施
設

な
ど
生
活
基
盤
の
整
備

•
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
整
備

•
農
林
水
産
業
・
商
工
業
の
振
興

•
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

当
初
予
算
の
特
徴
は…

越前町の
　平成18年度
　　  当初予算

一般会計で

み　

ど

り
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136億1,310万円136億1,310万円

105億3,844万７千円105億3,844万７千円

16億9,706万３千円16億9,706万３千円
　

平
成
18
年
度
当
初
予
算
が
３
月
越
前

町
議
会
定
例
会
で
審
議
さ
れ
決
ま
り
ま

し
た
。

　

今
月
号
で
は
当
初
予
算
の
規
模
と
特

徴
、
一
般
会
計
の
概
要
を
、
来
月
号
で

は
主
要
事
業
の
内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

上
記
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企

業
会
計
を
合
わ
せ
る
と
、
町
全
体
の
当

初
予
算
額
は
２
５
８
億
４
，８
６
１
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
11
億
１
，３
０
７

万
７
千
円
、
４
・
１
％
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
の
一
般
会
計
に
お
け

る
特
別
な
要
因
で
あ
る
地
域
振
興
基
金

へ
の
積
立
金
22
億
１
，９
０
０
万
円
を

除
く
と
、
実
質
的
に
は
全
会
計
で
前
年

度
に
比
べ
て
11
億
５
９
２
万
３
千
円
、

４
・
５
％
の
増
加
に
な
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、
収
益
の
あ
る
事
業
を
経

理
す
る
会
計
で
す
。町
に
は
上
水
道
、宿
舎
、

病
院
の
３
つ
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
度
に
比
べ
て
８
９
１
万
５
千
円
、

０
・
５
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
に
お

け
る
病
児
保
育
室
等
整
備
事
業
費
の
増
加

な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

町
民
１
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
は

　
　
　
　
　
　
　

５
４
５
，５
７
１
円

町
民
１
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
は

　
　
　
　
　
　
　

５
４
５
，５
７
１
円

  136億1,310万円      156億7,250万円     ▲20億5,940万円 ▲13.1％

 国民健康保険事業   21億8,267万8千円   17億9,291万2千円    3億8,976万6千円  21.7％

 老人保健事業       28億2,721万円   28億4,060万6千円     ▲1,339万6千円      ▲0.5％

 介護保険事業     19億712万3千円   18億9,696万6千円        1,015万7千円        0.5％

 介護サービス事業        1億6,362万円    1億4,713万8千円        1,648万2千円       11.2％

 簡易水道事業   11億5,401万9千円    8億3,032万2千円    3億2,369万7千円       39.0％

 公共下水道事業   10億3,965万3千円   11億1,041万7千円      ▲7,076万4千円      ▲6.4％

 集落排水事業   10億2,721万7千円    8億8,410万2千円    1億4,311万5千円       16.2％

 温泉事業    1億9,524万1千円        7,153万4千円    1億2,370万7千円      172.9％

 農林漁業体験実習館事業        4,168万6千円        2,704万2千円        1,464万4千円       54.2％

   105億3,844万7千円     96億103万9千円    9億3,740万8千円        9.8％

 上水道事業    2億5,933万8千円    2億6,776万5千円        ▲842万7千円      ▲3.1％

 国民宿舎事業    1億4,642万5千円        1億4,990万円        ▲347万5千円      ▲2.3％

 国民健康保険病院事業       12億9,130万円   12億7,048万3千円        2,081万7千円        1.6％

    16億9,706万3千円   16億8,814万8千円          891万5千円        0.5％

       258億4,861万円  269億6,168万7千円 ▲11億1,307万7千円      ▲4.1％

会計名 平成18年度予算額 平成17年度予算額 増減額 増減率

一般会計

特
別
会
計

企
業
会
計

合　計

計

計

各会計の当初予算額と前年度比較
　

一
般
会
計
は
、
町
の
会
計
の
中
心
を
な

す
も
の
で
、
福
祉
、
衛
生
、
産
業
、
観
光
、

道
路
、
消
防
、
教
育
な
ど
の
行
政
運
営
に

使
わ
れ
る
経
費
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

前
年
度
に
比
べ
て
20
億
５
，９
４
０
万

円
、
13 ・
１
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
前
年
度
に
新
町
の
一
体
感
の

醸
成
や
住
民
連
携
の
強
化
、
ま
た
、
地
域

の
振
興
を
図
る
た
め
に
設
け
た
地
域
振
興

基
金
へ
の
積
立
金
22
億
１
，９
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
度
で
は

こ
の
積
立
金
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
特
別
な
要
因
を
除
く
と
、
実
質
的
に

は
前
年
度
に
比
べ
て
１
億
５
，９
６
０
万

円
、
１
・
２
％
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計

　

特
別
会
計
は
、特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、

そ
の
収
支
を
明
確
に
す
る
た
め
、
一
般
会
計

の
収
支
と
は
別
に
こ
れ
ら
特
定
の
事
業
を
経

理
す
る
会
計
で
す
。
町
に
は
保
険
、
介
護
、

簡
易
水
道
、
下
水
道
な
ど
９
つ
の
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
度
に
比
べ
て
９
億
３
，
７
４
０
万
８

千
円
、
９
・
８
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
の
朝

日
地
区
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
費
や
織
田

地
区
統
合
簡
易
水
道
事
業
費
、
温
泉
事
業
特

別
会
計
で
の
南
部
地
区
温
泉
施
設
整
備
事
業

費
の
増
加
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

特
別
会
計

企
業
会
計

　

平
成
18
年
度
当
初
予
算
は
、合
併
後
２

年
目
の
予
算
と
な
る
た
め
、合
併
に
伴
う

財
政
支
援
措
置
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、新
町
建
設
計
画
に
沿
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
施
策
に
必

要
な
財
源
を
確
保
し
、〝
合
併
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
発
揮
し
た
予
算
〞
と

位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、創
意
と
工
夫
に
よ
り
一
層
の
行

財
政
の
効
率
化
や
合
理
化
を
進
め
、施
設

の
維
持
管
理
費
な
ど
経
常
的
経
費
の
削
減

を
図
る
と
と
も
に
、限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
施
策
の
選
択
と
集
約
を
徹
底
す
る
こ
と

に
よ
り
、合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
施

策
に
予
算
を
重
点
配
分
し
、〝
必
要
か
つ

最
小
の
経
費
で
最
大
の
成
果
が
得
ら
れ
る

予
算
〞
と
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、国
の「
三
位
一
体
の
改
革
」に

よ
り
国
庫
補
助
負
担
金
の
一
般
財
源
化
に

伴
い
所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源

移
譲
が
な
さ
れ
る
と
は
い
う
も
の
の
、地

方
交
付
税
総
額
は
大
幅
に
抑
制
す
る
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
で
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
を
念
頭

※企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の予算額を合計した額です。

に
、町
の
将
来
像
で
あ
る「
人
と
技 
海
土

里 

織
り
な
す 

快
適
な
ま
ち 

〜
越
前 
Ｅ

‐

ｔ
ｏ
ｗ
ｎ 

ｂ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ 

の
創
造 

〜
」

の
実
現
に
向
け
て
、新
町
建
設
計
画
の
主

要
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、町
全
体
の
一

体
感
の
醸
成
と
町
政
の
均
衡
あ
る
発
展
を

目
指
す
予
算
と
し
、引
き
続
き
次
の
重
点

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

•
定
住
の
促
進
と
子
育
て
支
援
環
境
の
整
備

•
男
女
共
同
参
画
と
国
際
交
流
の
推
進

•
交
流
・
連
携
を
支
え
る
道
路
網
と
公
共

交
通
の
整
備

•
消
防
防
災
・
上
下
水
道
・
情
報
通
信
施
設

な
ど
生
活
基
盤
の
整
備

•
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
整
備

•
農
林
水
産
業
・
商
工
業
の
振
興

•
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

当
初
予
算
の
特
徴
は…

越前町の
　平成18年度
　　  当初予算

一般会計で

み　

ど

り
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❖ 

自
主
財
源

　

自
主
財
源
は
、
町
税
、
分
担
金
お
よ
び
負

担
金
、
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
、
繰
入
金
、

繰
越
金
な
ど
、
町
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
財
源
で
す
。
自
主
財
源
全
体
で

は
、
36
億
６
，７
３
９
万
２
千
円
を
見
込
み
、

そ
の
歳
入
合
計
に
占
め
る
割
合
は
27
・
0
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
に
比
べ

て
３
億
１
，０
５
０
万
５
千
円
、
７
・
８
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
町
税
は
、
個
人
町
民

税
（
現
年
課
税
分
）
が
税
制
改
正
に
よ
る
定

率
減
税
の
見
直
し
と
老
年
者
控
除
の
廃
止
な

ど
、
前
年
度
決
算
見
込
み
な
ど
を
勘
案
し

７
億
４
０
５
万
８
千
円
、
法
人
町
民
税
（
現

年
課
税
分
）
が
企
業
収
益
や
前
年
度
決
算

見
込
み
な
ど
を
勘
案
し
１
億
６
，３
０
０
万

円
、
固
定
資
産
税
（
現
年
課
税
分
）
が
前

年
度
決
算
見
込
み
な
ど
を
勘
案
し
９
億
８
，

０
０
０
万
円
な
ど
、
町
税
全
体
で
20
億
２
，

７
０
４
万
３
千
円
を
見
込
み
、
前
年
度
に
比

べ
て
１
億
１
，
９
２
０
万
４
千
円
、
６
・
２

％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
入
金
は
、
基
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩
し

と
し
て
、
歳
入
の
財
源
不
足
を
補
う
た
め

財
政
調
整
基
金
か
ら
５
億
円
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
出
捐
金
に
充
て
る
た
め
地
域
福
祉

基
金
か
ら
６
，０
０
０
万
円
、
朝
日
地
区
中

学
校
建
設
の
用
地
購
入
費
に
充
て
る
た
め
同

基
金
か
ら
３
，２
０
０
万
円
な
ど
、
繰
入
金

全
体
で
６
億
４
６
４
万
３
千
円
を
計
上
し
、

前
年
度
に
比
べ
て
１
，
３
０
４
万
３
千
円
、

２
・
１
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
越
金
は
、
前
年
度
の
収
支
状
況
を
勘
案

し
２
億
８
，１
０
０
万
円
を
見
込
み
、
前
年

度
に
比
べ
て
３
億
７
，１
４
３
万
３
千
円
、

56
・
９
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
地
方
交
付
税
は
、
国

の
地
方
財
政
計
画
の
増
減
率
５
・
９
％
減
と
、

合
併
が
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
旧
４
町
村
の

算
定
額
を
基
礎
と
し
て
算
定
す
る
合
併
算

定
替
、
前
年
度
交
付
実
績
な
ど
を
勘
案
し

58
億
５
，０
０
０
万
円
を
見
込
み
、
前
年
度

に
比
べ
て
１
億
５
，０
０
０
万
円
、
２
・
５
％

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
、
合
併
に
よ
る
財
政

上
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
財
政
支
援
措
置

と
し
て
後
年
度
、
地
方
交
付
税
に
そ
の
元
利

償
還
金
の
一
部
が
算
入
さ
れ
る
合
併
特
例
債

を
12
億
８
，０
５
０
万
円
、
地
方
交
付
税
の

削
減
に
と
も
な
う
一
般
財
源
の
補
て
ん
の
た

め
の
臨
時
財
政
対
策
債
を
５
億
円
な
ど
、
町

債
全
体
で
20
億
４
，４
３
０
万
円
を
見
込
み
、

前
年
度
に
比
べ
て
16
億
１
，６
０
０
万
円
、

44
・
１
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
・
県
支
出
金
は
、
町
債
（
借
入
金
）
と

同
様
に
合
併
に
よ
る
財
政
上
の
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
、
国
の
市
町
村
合
併
推
進
体
制

整
備
費
補
助
金
と
県
の
市
町
村
合
併
特
別

交
付
金
を
合
わ
せ
て
１
億
３
，
８
４
０
万

円
な
ど
、
国
・
県
支
出
金
全
体
で
13
億
７
，

３
４
０
万
８
千
円
を
見
込
み
、
前
年
度
に
比

べ
て
８
，１
８
９
万
５
千
円
、
５
・
６
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
譲
与
税
は
、
国
の
「
三
位
一
体
の
改

革
」
に
よ
る
公
立
保
育
所
運
営
費
負
担
金
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
保
護
費
負
担
金
、
児
童

町税
20億2,704万３千円

（14.9％）

地方交付税
58億5,000万
（43.0％）

町債
20億4,430万円
（15.0％）

依存財源
99億4,570万8千円

（73.0％）

歳　入
136億1,310万円
（100％）

自主財源
36億6,739万２千円
（27.0％）

分担金及び負担金
３億8,097万９千円
（2.8％）

諸収入
１億7,527万９千円
（1.3％）

財産収入
5,045万６千円
（0.4％）

繰入金
６億464万３千円
（4.4％）

繰越金
２億8,100万
（2.1％）

使用料及び手数料
１億4,799万２千円
（1.1％）

地方特例交付金
5.300万（0.4％）

自動車取得税交付金
7,100万（0.5％）

利子割交付金
900万（0.1％）

配当割交付金
500万（0.0％）

株式等譲渡所得割交付金
800万（0.1％）

交通安全対策特別交付金
200万（0.0％）

地方消費税交付金
１億9,800万円
（1.4％）

地方譲与税
３億3,200万円
（2.4％）

国庫支出金
４億7,436万９千円
（3.5％）

県支出金
８億9,903万９千円
（6.6％）

❖ 

依
存
財
源

　

依
存
財
源
は
、
地
方
交
付
税
、
町
債
、
国
・

県
支
出
金
な
ど
、
国
や
県
か
ら
町
に
定
め
ら

れ
た
額
が
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
財
源
で
す
。
依
存
財
源
全
体
で
は
、

99
億
４
，５
７
０
万
８
千
円
を
見
込
み
、
そ

の
歳
入
合
計
に
占
め
る
割
合
は
73
・
0
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
に
比
べ
て

17
億
４
，８
８
９
万
５
千
円
、
15
・
０
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要
は…

↓

↓
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手
当
負
担
金
な
ど
の
国
庫
補
助
負
担
金
の
一

般
財
源
化
に
伴
う
税
源
移
譲
と
し
て
、
平

成
18
年
度
ま
で
措
置
さ
れ
る
所
得
譲
与
税
を

１
億
９
，３
０
０
万
円
な
ど
、
地
方
譲
与
税

全
体
で
３
億
３
，２
０
０
万
円
を
見
込
み
、

前
年
度
に
比
べ
て
１
億
１
，５
０
０
万
円
、

53
・
０
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❖ 

歳　

出

【
目
的
別
内
訳
】

　

目
的
別
内
訳
は
、
歳
出
予
算
を
そ
の
使
わ

れ
る
行
政
目
的
に
よ
っ
て
分
類
し
た
も
の
で

す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
総
務
費
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
情
報
通
信
施
設
の
整

備
、
国
際
交
流
の
推
進
、
交
通
安
全
・
防

犯
の
対
策
な
ど
に
か
か
る
お
金
で
12
億
５
，

４
３
７
万
４
千
円
を
計
上
し
、
そ
の
歳
出
合

計
に
占
め
る
割
合
は
９
・
２
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
億
９
，

６
８
７
万
７
千
円
、
18
・
６
％
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
費
は
、
障
害
者
（
児
）・
老
人
・

児
童
の
福
祉
、
老
人
福
祉
施
設
・
保
育
所

の
運
営
な
ど
に
か
か
る
お
金
で
26
億
１
，

４
８
１
万
２
千
円
を
計
上
し
、
そ
の
歳
出
に

占
め
る
割
合
は
19
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、前
年
度
に
比
べ
て
２
億
３
０
０
万
円
、

７
・
２
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
農
業
・
林
業
・
水
産

業
の
振
興
、
農
道
・
林
道
・
漁
港
の
整
備

な
ど
に
か
か
る
お
金
で
12
億
３
，７
０
４
万

円
を
計
上
し
、
そ
の
歳
出
合
計
に
占
め
る

割
合
は
９
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
比
べ
て
１
，
３
５
２
万
３
千
円
、

１
・
１
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
木
費
は
、
道
路
橋
り
ょ
う
の
維
持
・

新
設
・
改
良
、
河
川
の
改
修
、
町
営
住
宅

の
管
理
な
ど
に
か
か
る
お
金
で
15
億
４
，

０
７
３
万
３
千
円
を
計
上
し
、
そ
の
歳
出
合

計
に
占
め
る
割
合
は
11
・
３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
億
８
，

５
９
６
万
７
千
円
、
10
・
８
％
の
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
振
興
、
学
校
教
育
施
設
・
生
涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
な
ど
に
か
か
る

お
金
で
25
億
１
，４
５
０
万
５
千
円
を
計
上

し
、
そ
の
歳
出
合
計
に
占
め
る
割
合
は
18
・

５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
に

比
べ
て
3
億
７
，８
６
１
万
５
千
円
、
17
・

７
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
借
入
金
の
返
済
に
か
か
る
お

金
で
22
億
３
，３
１
０
万
５
千
円
を
計
上
し
、

そ
の
歳
出
合
計
に
占
め
る
割
合
は
16
・
4
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
に
比
べ

て
１
億
２
，９
２
９
万
７
千
円
、
５
・
５
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳　出
【目的別】
136億1,310万円
（100％）

総務費
12億5,437万４千円

（9.2％）

民生費
26億1,481万２千円

（19.2％）

衛生費
９億1,312万９千円

（6.7％）

農林水産業費
12億3,704万円
（9.1％）

土木費
15億4,073万３千円
（11.3％）

教育費
25億1,450万５千円
（18.5％）

公債費
22億3,310万５千円
（16.4％）

議会費
１億4,835万２千円
（1.1％）

予備費
2,000万
（0.1％）

諸支出金
1,370万
（0.1％）

商工費
５億2,763万２千円
（3.9％）

消防費
５億574万１千円
（3.7％）

労働費
8,997万７千円
（0.7％）
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【
性
質
別
内
訳
】

　

性
質
別
内
訳
は
、
一
般
会
計
の
歳
出
予
算

を
そ
の
使
わ
れ
る
経
済
的
性
質
に
よ
っ
て
分

類
し
た
も
の
で
す
。

　

義
務
的
経
費
は
、
支
出
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
固
定
的
な
経
費
で
53
億
９
，

３
２
３
万
５
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
歳
出
合

計
の
39
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
比
べ
て
１
億
５
８
１
万
６
千
円
、

１
・
９
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
人
件
費
は
、
議
員
・
委
員
の

報
酬
、
職
員
の
給
与
・
共
済
費
な
ど
に

か
か
る
お
金
で
21
億
７
，
２
１
６
万
８
千

円
、
扶
助
費
は
障
害
者
（
児
）・
老
人
の

生
活
支
援
、
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
、
児

童
手
当
の
支
給
な
ど
に
か
か
る
お
金
で

９
億
８
，
７
９
６
万
２
千
円
、
公
債
費
は

借
入
金
の
返
済
に
か
か
る
お
金
で
22
億
３
，

３
１
０
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
、
道
路
橋
り
ょ
う
・
学
校

な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
、
農
林
水
産
業
施

設
な
ど
の
生
産
基
盤
の
整
備
な
ど
に
か
か
る

臨
時
的
な
経
費
で
26
億
３
，３
９
０
万
１
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
歳
出
合
計
の
19
・
３
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
に
比
べ

て
３
億
７
，５
８
４
万
4
千
円
、
16
・
６
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
は
、
義
務
的
経
費
と
投

資
的
経
費
以
外
の
行
政
運
営
に
必
要
な
経

費
で
55
億
８
，５
９
６
万
４
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
歳
出
合
計
の
41
・
０
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
に
比
べ
て
23
億
２
，

９
４
２
万
８
千
円
、
29
・
４
％
の
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
主
な
も
の
と
し
て
、
物
件
費
は
、
賃

金
、
光
熱
水
費
、
委
託
料
、
使
用
料
等
の
事

務
の
執
行
や
施
設
の
管
理
な
ど
に
か
か
る
お

金
で
17
億
６
，５
８
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

維
持
補
修
費
は
、
庁
舎
・
道
路
な
ど
の

公
共
施
設
の
維
持
補
修
に
か
か
る
お
金
で

１
億
４
，５
８
２
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

補
助
費
等
は
、
団
体
・
事
業
等
へ
の
補
助

負
担
金
、
ご
み
処
理
・
消
防
な
ど
の
一
部
事

務
組
合
や
上
水
道
・
国
民
健
康
保
険
病
院
の

企
業
会
計
に
対
す
る
負
担
金
な
ど
に
か
か
る

お
金
で
16
億
７
，７
３
９
万
２
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

繰
出
金
は
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、

介
護
保
険
、
簡
易
水
道
、
公
共
下
水
道
、
集

落
排
水
な
ど
の
特
別
会
計
へ
の
支
出
な
ど
に

か
か
る
お
金
で
18
億
１
，４
５
７
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

積
立
金
は
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
、

地
域
福
祉
基
金
な
ど
へ
の
積
立
に
か
か
る
お

金
で
１
，５
６
１
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

歳　出
【性質別】
136億1,310万円
（100％）

人件費
21億7,216万８千円
（16.0％）

扶助費
９億8,796万２千円
（7.3％）

公債費
22億3,310万５千円
（16.4％）

普通建設事業費
26億3,390万１千円
（19.3％）

物件費
17億6,581万円
（13.0％）

補助費等
16億7,739万円２千円

（12.3％）

繰出金
18億1,457万円
（13.3％）

義務的経費
53億9,323万５千円
（39.7％）

その他の経費
55億8,596万４千円
（41.0％）

投資的経費
26億3,390万１千円
（19.3％）

積立金
1,561万１千円
（0.1％）

投資及び出資金
6,016万円
（0.5％）

貸付金
8,660千円
（0.6％）

維持補修費
１億4,582万１千円
（1.1％）

予備費
2,000万円
（0.1％）
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衛生費
36,595円

公債費
89,496円

総務費
50,271円

民生費
104,794円

土木費
61,748円

教育費
100,774円

議会費
5,945円

諸支出金
549円

消防費
20,269円

農林水産業費
49,577円

労働費
3,606円

商工費
21,146円

予備費
801円合計 545,571円合計 545,571円

※町民１人当たりに使われる一般会計のお金は、
　それぞれの歳出額を平成18年３月１日現在の
　人口（24,952人）で割った額です。

町民１人当たりの財源は？
地方交付税 234,450円 町債 81,929円 町税 81,238円

国庫・県支出金
55,042円

繰入金
24,232円

その他の収入
68,680円

一般会計
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